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1研 究主題 と研 究経過

1.主 題設定 の趣 旨

近年,我 が国に おいて は,自 由時間 の増加や 生活水準 の向土,高 齢化の進展 な ど社会 の変

化 を背景 に,体 育 ・スポーツのあり方 につ いて も これ まで と大 き く変 化 し,国 民 の間に文化

の一 つ として生活の 中に定着 して きてい る。

学校体 育においては,生 涯体育 ・スポーツを一 層重視す る観点 か ら,計 画的 に運動 を実 践

す る能 力や態度を育成 し,健 康の増進 と体力の向士を図 る ことが強調 され,生 涯 を通 して明

る く豊 か で活力のあ る生活を送 るこ とが できる生徒の育成が求 め られてい る。

平成4年 度教育研究員保 健体育部会 は,生 涯体育 ・スポーツの基礎づ くりとい う観点 に立

ち・研 究主題:「 学 習意欲 を高め,自 主的 に実践 する能力 と態度を培 う学習指導の工夫」 に

基づ き,選 択制授業の 「器械 運動」 「バ スケ ッ トボール」を通 して主題 に迫 るこ とに した。

2.研 究 の方針

研究 は,A班 「器械 運動」,B班 「バ スケ ッ トボール」 につ いて生徒の意識 ・実態 を調査

し,学 習指導要領 の趣 旨をふ まえ,実 証授業を行 い,そ の結果 を分析 ・考察す る。

(1)A班 「器械運動」 では,生 徒が希望 す る種 目を選択 し,一 人一 人が適切 な学習課題を も

ち,安 全 に協 力 して課題 に挑戦 し,達 成感 を味 わい,学 習意欲を高め,自 主的 ・計画的 に

学 習に取 り組 む ことので きる指導計 画を作成 し,研 究 す る。

(21B班 「バ スケ 吋トボール」 では,ゲ ームの楽 しさにふれ させ なが ら,学 習資料 ・学 習 ノ

ー トを活用 する ことによ り
・ グループや個人が適切 な課題 を見い だし,自 主的 ・計画的 に

学 習を進め るこ とが でき るよ うに指導計 画を作成 し,研 究 す る。

3.研 究の経 過

9・5・6月

7・8月

9・10月

11・12月

1・2月

先行研究の調査,研 究主題の設定,研 究計画の確認,研 究構造図の作成

実態調査及び集計,分 析,考 察,仮 説の設定,指 導計画 ・内容の検討

指導計画の作成,実 証授業,結 果の分析 ・考察

報告書の作成,副 資料の作成

報告書の作成,研 究発表準備,研 究発表,本 研究の反省と整理
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皿 研 究 の内容

「器械運動 」

1.研 究内容

今日の 「体育」の指導における課題は,生 徒一人一人が,運 動の楽 しさや充実感を十分に

味わうことができ,生 涯を通 して運動を実践する能力と態度を身に付けることのできる授業

を実施することである。

本年度の主題は 「学習意欲を高め,自 主的に実践する能力 と態度を培う学習指導の工夫」

である。A班 は 「器械運動」を取 り上 げ,領 域内種 目選択を実施し,「 学習過程の工夫」と

「個を生かした指導法の工夫」に主眼をおいて研究 した。

選択制授業における 「器械運動」に対する生徒及び指導者の意識 ・実態調査を行 い,問 題

点を分析 し,そ の結果をもとに下記の仮説を設定 した。

◎ 仮説

「生徒一 人一 人に,自 己の能 力 に応 じた適切 な学 習課題を設定 させ,学 習活動 を計画 ・実

践 させ ることに より・ 学習意欲 を高め・ 自主的 に学 習で きる能 力 と態度 を培 うことがで きる司

そ こで,上 記 の仮説 を検証 するために,指 導計画を作成 し,実 証授業を行い,そ の結果を

分析 ・考察 した。

2.「 器械運動 」の特性 とね らい

{1)特 性

ア 器械運動 は,空 間における逆位,回 転 などの非 日常的 な=運動 が多 い。

イ 器械 ・器具の特性 に応 じた課題 を達成 す る個 人的 な運動 であ る。

ウ 個人の能力 に応 じた課題を選択 しやすい運動 であ る。

工 系統的 ・段階的学 習を してい くことで,よ り高度 な技 を習得す る ことが で きる。

オ 自己の能力に応 じた各種の技 に挑戦 し,技 の組 み合 わせを工 夫 し,そ の達成やで きば え

に 「楽 しさ」 や 「喜 び」 を味わ うことが できる運動 である。
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力 新 しい技や高度 な技 など に対 し,「 恐怖感」を抱 きやすい運動 であ る。

キ 高度 な技や洗練 され た技能に対 し,「 美 しさ」や 「力強 さ」 を感 じる運動 であ る。

(2!ね らい

ア 空間にお ける逆位,回 転 などの非 日常的 な運動を通 して,身 体支配能力を高め る。

イ 個人の能 力 ・適性に合わせて学 習課題を設定 し,学 習計画を立案す る ことで,主 体 的に

学 習する能 力を養 う。

ウ 器具 の点検や補助 ・助言,運 動観察 などを通 して,お 互 いに協力 し,安 全に楽 しく学習

す る能 力を養 う。

工 生涯を通 して スポ ーツを楽 しむ身体支配能力の基礎 を養 う。

3.意 識 ・実 態調査 とその考 察

(11調 査対象

・教師 都立高等学 校96校 保健体 育科教諭82名

・生徒 都 立高等学 校6校593名

2年 生(男 子)195名2年 生(女 子)161名

3年 生(男 子)146名3年 生(女 子)141名

(21調 査内容

〈生徒〉

。器械運動の イメー ジ

・器械運動 に対す る意識,種 目の経験

・器械 運動 の楽 しさ

・器械運動 の取 り組 み方

・学習課題の立て方

・参 考資料 の活用

・評価

(31調 査時期 平成9年7月

〈教師 〉

・選択 制授業実施の有無

。器械 運動 の イメージ

●器械 運動 の実 施の有無 と種 目の内容

・施設 ・用具

・学 習資料 ・教材 の活用

・学 習課題 の立て 方

・安全 に対 しての配慮 ・工夫

・授業形態 ・グル ープ編成

・評価
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X41結 果 と考察

回答は複数 回答であ り(考 察 イ ・エを除 く),数 値は,教 師,生 徒 それ ぞれの総人数 に対

す る百分 率で表示 した。

ア 器械 運動を,「 より意欲的に,楽 し

くできる授 業は どん な授 業か」 の質 問

に,「 好 きな種 目が できる」 が,一 番

多 く,つ づ いて 「技が できるよ うに な

る」 「じっくり時間をか けて学習で き

る」 とつづ く(図1)。

この ことに より,領 域内の種 目を 自

由に選 ばせ,学 習課題 の克服 に十 分時

間をかけ なが ら,自 ら決 め た課 題を達

成 させ る ことで,意 欲的 に学 習に取 り

組む態 度が 培われ ると考 える。

生徒側 は,「 自分 自身で決 める」

%図1【 生徒が望む櫃業】
tee

ee

器
68

10

11』

犯 ξ鰐 昌高馨識 学習で、る.享 鍛 雛 』畿1鋸 雰藷 価す。.

鶏 隷 麗 縦 ない・ 鐸 鋸 きるようになる・
オ 到達霞階を自分で自由に般定で唇る.

イ 「生徒の学 習課 題をどの よ うに立 てて いけばよいか」 の質 問に

「グル ープ内 で相談 して決め る」 「全員 で相談 して決 め

る」 とい う,自 主的 に 自分達 の学 習課題 を決 めてい く方が良い と考 えてい る生徒が63.7%,

また,教 師 の側 も,「 生徒 達が決め る」 「グル ープ内で相談 して決 める」 「全 員で決 める」

とい う,生 徒主体 の課題の決 め方 が50.5%と な ってい る(図2)。

この ことか ら,生 徒側,教 師側 とも
%図2【 学習の立てかた]
50

学 習課題の設定 では一 人一人 の生徒 の

特性 の違 いを積極的 に認 め,興 味 ・関40

心 や 自己の能 力に応 じて,生 徒 達が主 記

体 的に課題 を設 定 し,学 習に取 り組む29

姿勢が必要 であ るとい うことで一致 が10

見 られ た。 また,生 徒が,自 主的,計0

画的 に学 習に取 り組むためには ・「教 ア 生捷自身で謀題を決める.
イ グループ内で相談をして決める.

師の指導 助言」鮪 効であると考え 皇憲 塗箆 指示し
て働.

オ 先生 に各グループごとに指示しても らう.

ており 「必要な参考資料 ・学習資料」
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として多か ったのは,「 一 流選手の ビデオ」 をあげてい る。 生徒が主体的 に計画 を立てて

学 習を進めてい く上で,教 師の指導,適 切 な助言が重要であ り,ビ デオ教材 は模範演技を

見 ることに よる イメー ジづ くりに有効 と考 えられ る。

ウ 器械運動 に対 して 「恐 い」 とい うイメージをもっている生徒が,28%あ り,特 に女子

はその傾向 が見られる。 また,器 械運動 を実施 してい る学校で は,ど の学校 において も安

全に対 して,配 慮 ・工夫 を行 ってい る

%図3[安 全に対しての配慮、工夫]
(図3)。

これ は・他の 運動領 域に比べて器械

運動 を学 習 してい く上で,よ り安 全 に

とい う事が指導 の中で大 きな役 割を 占

めてい ると,と らえることがで きる。

安 全への十 分 な配慮,場 の工 夫,補

強運動,及 び事前指導にお ける器械運

動 の技能構造の理解 を深め る事等 によ

って,よ り安全 に実践 す る能 力を培 う

事が 大切であ る。

工 器 械運動 の授業での取 り組 み は,

全体 の70%近 くにな る。 また,

錫

η

69

田

珊

錫

冊

19

9

ア 事前指導の徹底

イ 技 を限定 している(危 険な技を しない)

ウ 補助者を必ずつける(生 徒 同士、教員の補助)
工 用具の工夫(エ バーマッ ト等の使用)

オ 見学者の配置の工 夫

力 補強還動の実施

「意欲的」 「やや意欲的」 「普 通」 と答 えた生徒が,

「器械運動 をや ってみ たいですか」の質問で は,「 いい

え」 と答 えた生 徒が47%い る。器 械運動 に対 し,よ り興味 ・関心を もたせ るため には,

指導 方法 の工夫 ・改善 を行 うことが重要であ る。

オ 「器械運動 の授業 の中で,生 徒が 一番 充実感が得 られ た とき」 は 「課題(技)が で きた

とき」 である と62.5%の 生徒が答 えて い る。 したが って,よ り適切な課題(個 人の能力

に応 じた,達 成 可能 な課題)の 設定が必要で あ る。

また,生 徒の学習過程 における助言,及 び進歩の度合 に対す る賞賛の一 言 も,生 徒 の充

実感に関係が深 いと考 えられ る。

以」=の結 果か ら,生 徒一 人一人に,器 械運動の種 目を自由に選択 きせ,自 己の能 力にあ

った課題を主体的につかみ,課 題 に挑 戦 きせ るこ とによりs学 習意欲 を高め,自 主的 に運

動を実践す る能 力と態 度を培 う事が できる と考 える。 そのためには,器 械運動 の特性 を十

分に理解 させ,課 題 達成の成就感を味わ わせ る指導の工 夫が重要 であ る。
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4.指 導 計画

(1)指 導方針

ア.器 械運動 の特性 を理解 させ,楽 しさや で きた時の喜 びを味 わわせ るよ うに した。

イ.生 徒 の能 力に応 じた課題を設定 させ,自 主的 ・計 画的 に活動 で きるよ うに した。

ウ、 自他 の健康 ・安 全 に留意 し,互 いに協 力 して活動で き るよ うに した。

(21指 導の工夫

指導の工夫 と して 「学 習過程の工夫」 と 「個 を生か した指導法 の工 夫」 に重点を置 き,学

習を進め た。

① 学 習過程 の工夫

ア.オ リエ ンテーシ ョンを十分 に行 い,自 己診断 に より自己の能 力を把握 し,学 習計画 の

立案・学習資料 の活用の仕 方を理解 させ,安 全 に学 習す る態 度を 身に付 け させ る。

イ,学 習資料を活用 し・ 易か ら難へ,単 技 から組 み合 わせ技 へなど系統的 ・段階 的学 習や

技能構造 に対 する理解を深 めさせ,学 習計 画を立て,計 画に沿 った学 習を行 わせ る。

ウ.課 題達成の ためのゆ とりの ある時間配分(時 間 の確保)や 段階に応 じて活動 で きる場,

学習成果を発表 する機会を 設定す る。

エ.中 間 ま とめの時間を設定 し,こ れ までの学 習を振 りか えり,今 後 の学 習計 画を再検 討

し新 たな課題をつ かませ る。

② 個を生か した指導法 の工 夫

アみ 領 域内種 目選択に より4種 目を同時展開 し,自 己の 目標や課題 を設定 し,自 発 的 ・自

主的な学 習に よ って,成 就感や達 成の喜び を味わ わせ る。

イ.自 己診断 テ ス トを実施 し,自 己の能 力や運動経 験等に基 づ き適 切な課題を設 定する。

ウ.技 の難 易度や課題 に応 じる ことので きる器械 ・器具の設置 を工夫 す る。

エ.学 習資料 ・視聴覚教材 ・学 習 ノー ト等 を活用 し,学 習課題 の設定や学習計画の立案,

技能 の習得.学 習の反省 ・評価等 に生 かす。

オ.補 助の意義や方法 を理解 し,互 いに援 助 し合 い,協 力 して学 習で きる ようにする。

(3)単 元計画

ア.今 回は第2学 年 女子 を対象に20時 間を配当 した。

イ.単 元計 画は,平 成2年 度東京都高等学校教育開発委員会 による資料 を活用 した。 当研 究

ではオ リエンテー シ ョン ・展開1・ 中間 まとめ ・展開 皿 ・ま とめの指導計 画を作成 した。
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オ リ ⊥ ン テ ー シ ョ ン ・展 開1・ 中 間 ま と め ・展 開 皿 ・ ま と め の 指 導 計 画

器 時1ね らい
間1

一「τ 「琵一
評

「一彌 活 重「 ■学 一一7一 糠 鞭 講 藤1

たかi・ 安 全への配慮 を1さ せる

用の仕方1・ 目標や計副 させる ・ 安全確保のため

④運動種目の選択 が適切 である ト 学習酬 の活用 に器械 ・器具の設

⑤班および個人の目標の1か 坊 法を理解させる1置 と点検、練習法、

設定 ト+分 に話合 ト 適切罐 目選択1補 助法の確讃 さ

… 一 一一■ いが行われてiを させる1せ る

⑥器械 ・器期 謂1い るかi

⑦自己診断}

⑧課題の設定i
l⑨学習計画の作成

一 一一一 一

価 ト厄
「
到}
点導

1引

.L

iτ2
i

ン

1'選 択鞭 学習の進め方

授業およ1② 器械運動の特性の理解1方 が理解でき1

騰 択

醜 憲
方を理解

し、適切

な課題 を

もって学

1習 計画 を

立案する

8じ て技能

び領域内1③ 学習資料の効果的な活
f

腿
展

開

1

膣1:難諜ll劉
一
の向上を

1
図る

体的に活動 で1

1き たか1安 全 に網 をさ1せ る

・ 技能 の向上

1せ る に 協力 して濁 す1i綴駿磁

・ 意 欲 的 、 王

1

法や練習手

理解 させ、

■ 器械.器 具の管{

理と安全`・臆 さ1

中

間

の

ま

と

め

①種 目別 グルー プ毎に よ・ 種 目別

1
グループ る学習成果の発表

での学 習 ②発表 に対 しての相互評tる か

活動 を反lI

ll i省 、 評価1③ 今後の学習活動の再検

し今後の[討 と、新たな課題の発

学習を副 見

検討する

;が出されてし惚 れるようにさ

遡

・ 意見を学習

活動の再検討

や新たな課題

設定に生かし

ているか
i ・ 高 ま っ ①基本的技

展 た技能に ②より発展

開

皿

7鷹薯 得

③組み合わ

習

・ 学習の ①種目別グ

まとめ と 発表会の

ま して発表 ② 自己評価

会を運営1 学習 ノー

1し 、お互1③ 学習 ノー

と 21い に評価1目 別 グル

i 1 し合 う い と学習

1④ 感想文の

・ 発表 で得 られた

意 見から学習 を再

検討 し、今後の課

題 を明確 にさせ る

せ学習の再検 討 をi

1し
、今後の活 動が

より安全かつ円滑

に できるように さ

せ る1

めl

i

L」.⊥

i・ 課題 の発 見 け 連続性 を思識 し

②燃 した技能の習醗 劉 畠罪繋 　

③組み合わせ技の連劉 技能の州

一=一 「≒_

①種一 一プ内での膿 叢 梅 配慮し欝 翻

②自己評価・相互評剛l

l

ト

ー__.」_

の護書鼎 錨
1せ る1

ト 技の組み合わせ
1

i画 、運営副 発表会を行わせる,.会 の進行にっl
l力 で きたか ト 課題 の設定や学1い て配慮 させ る

・ 技能が向 一 習計画につい て検 卜 学 習 ・一 トをも1

し、器械運動[討 させる1と に学習 の経過 をi

目別 グルー プ⑰ 話合 の楽 しさ`・触i・ グルー 梅`・ まiさ せる1

い と学習全体 の まとめ1れ たか[と め と評価 を行 わC正 しく自己諦 、1

膿 難 蕾 テ惟 琶製到
t欲 瀧 力洲

1身 にイ川 、か1一

1
ー

ー
」
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5.指 導事例(実 証授業)

単元名;鞭 動(マット・跳融 静 均台){配 当剛2・ 時聞中・時剛 学年1第2轍 子42名

ね らい

1

撃 附繕謙 搬警旦螺 弄妥窒繍 ξ瀦 蔽
・自分 で学習する種 目を選択 する

。
一

鱒 轍 料 説明用プリント 個人ノート

段
階

1_一

貯 習　 i学 習 活 動1指 　 一留意点

導

入

細}ll羅 欝糠 　1難　;;　;1
・教師は、生徒が自主的に学習ができるた

1めの指導者であると同時に 積極的な援助
1者 であることを理解 させ る。

麟ll糠1騨 馨脇

風

閉

5

分

・器械運動の特性 ・器械運動の特性や技の体系を理解する

{
1

・プリン トを使用し、安全に留意して、系

続的、段階的に学習活動を行わせるために
器械遺動の特性や技の体系をしっかりと理

解させる。i

5

分

一一ト

・学習資料の効果的な ・学習計画を作成する際、予め準備され
活用の仕方 縫 響 轟 響 牒+分 に活用

購1欝 灘

「・醐 の設定轍 のため燃 轍 料
を選択 し、十分に活用す ることが大切 であ

1ることを理解 させる。1 ・学習資料を活用す ることによって、学習

をより楽 しく計画的、 自主的に進め られる

ようになることを理解させ る。

15

分

　 購 酵 馨言轟 畿 奪昌

}i

あ灘 暑考醐_
i

ll羅羅難
調整させ る。
・班の中での役割分担は

、話合いにより決

定することを理解 させる。
・学習 ノー トに役割 を記入 させる。

π 一

10

分11

1齪

P

・　糊「蓋欝騰 灘 慧騰i饗難 羅1
整

理

5'離 灘 易袋縮 麟 自己診断カードにより自己の能
力を確認し、それに応じた適切な課厘を設

定し、学習計画を立てることを理解させる

f
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単元名撫 鋤(マ ット・醗 辮 平均台)塾 騨 漣 塑 適 剛 学嚇2学 年女子42名

本 時
の
ね らい

Oオ リエンテ ーション
・自己の能力を知る。

・自己の能力に応 じた適切な課題を設定する。

・器械、器具の配置や補助の仕方について等、安全 面について理解す る。

施 設
用

マッ ト(ショートマット8枚 、ロング7ット4枚)、 跳箱(2台).ロ イ ター板(2台)、 鉄棒(4本)、 支柱(5本)

具i平 均台(高1台 ・中2台 ・低1台)・ 学習資料隔 学習 ノー ト・個人ノー ト・ 自己診断力内 ド・器具配置図
一{一

階

段i嗣
聞

1』 「　学 習 内 容
1学 習 活 動}指 導 上 の 留 意 点
ll

導

入

5

分

…1執灘 難
}爵羅 一謡

膿 畿 ∫肌 ながら学習するこ}

展

開I

I

15

分1器:詞ll蕪{1;iliil蕪講難ll
l;な 鱒 囎 捕 う・T巨 一 一r」

15

分

ll

・鎌題の設定 一 自己診断をもとにして、実際に器械、 け 単元目標は提示するが、個人の目標は生

識 勢驚髄議搬 響 ら自陣晶耀 臓 罐 ちことの大切さを

1響 號 篇 していくた蝋 轍 料l

I
l

},

1・ 次 時までに、 学習計画 を作成 して くるよ

5

分

倭 より技の髄 樋 解レ 練群 膳 守り

膿 鵬 熊 讐 進めることが大

鷹灘1撚;
蝉 癬1　1　　離ll難　灘

闇
lI う に 指 導 す る

bl

整

i

l

剰 分

10

'次時の学習の進咋 灘 繍 窪護臨 鋸 鍵 織 欝 た欄 計画の

編 携 学習を進めていくことを理t

・羅 顯 の片付けト 鮪 別グループ毎に器鵬 具を片付 卜 励 して安全に行わせる.

憾 解散 匹 ド 学習ノ『トの〉>il」1'iを守鵡
一
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単元名

本 時

の

ねらい

器械運動(マ 八 猟 鉄勉 平均台1」
一配当時間

20時 間中3時 聞目 学年 第2学 年女子42名

施 設

用 具

段

階

導

入

展

時

聞

5

分

15

分

O学 習計画に基づいたグループでの活動
・前時に立てた学習計画に沿って活動を行い

、計画の内容や立て方等についての問題点を明らかにし
今後の学習に役立てる。
・学習を進めていく上での手順を守り、安全に学習を進めていくことを理解する。

澤馬占(1蕎¥君驚 客1マ魏1:
跳箱(2台)、 ロイ ター極(2台)、 鉄棒(4本)、

教材 キッ ト、学習 ノー ト、 個人 ノー ト

支柱(5本)

開

整

学 習 内 容 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点

・集合、挨拶

:讐 … らい1孟酷 禽雛 会!妾灘 離 纒 羅 踊藩 恐

うに指導す るO

tヴ ループ敏 本時の学習内容をf,さ せ
る 。

「

.蹴韻の一
・準備運動

拶 係の指示により器齢 具櫛i:嘉 賎 貨轟 臨 理 茎旛

fう 麟 妄1難蓼臨

25

・学 習計画 に基づいた

1グ ル ープでの活動

・課題の達成のため に、 自発的、 自主的

に活動を行 う。

・学習資料を参考にして技の構造を理解 し

練習手順を守って合理的、安全に学習を進

めるように指導する。
・各班を巡回し、適切な指導助言を行う。

分

・整理運動

・器械、器具の片付け

・班別 ミーティング 1
に 各 グループで本 日の反省 を行い・次時1'反 省の結果 を学習ノー トに記入させる・

・各 グループで整理運動を行 う。
・種 目別グル ープで器械、器具の片付け

を行 うO

・種目聞で片付けの手順を確認させ順序よ

く迅速に片付けさせる。

叢 テー 羅1鶉 鶴番馨熱 灘 獺 難lll飾
指導、 助言 を受ける。

5

・次時の学習の進め方

拶

散

挨

解

分理

一 一 一 十一 一一
・本時の反省を生か し、次時か らは各 自 ・本時の反省 を生かし、 次時 は更に各自が

　

の課題 達成 に向かい、よ り自発的、 自主1工 夫して学習 を進めるよ うに指導す る。

的に学 習を進めてい くことを理解す る。1

;・ 学習 ノート、個 人ノー トの提 出期限を守
1ら せ る

。
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6.指 導結果 とその考察

仮説 を検証す るため,実 証授業後,実 証授業 を受 けた生徒 を対 象にア ンケ ー ト調査を行 っ

た。その結果 と考 察を以 下に示 す。

対象 都 立高等学 校1校122名

ア 器械運動 の実証 授業に対 して,「 授業は楽 しか った」が8';で,「 楽 し くなか った」

が2.5%で あ った。 楽 しか った理 由の上位3項 目は,「 自分 で好 きな種 目を選 べたか ら」

が77.0%,「 選択 した種 目の グループでお互 いに補助 したり,仲 間意識 がもてたから」が

6/",「 自己に適 した課題 を立て て,達 成 す る ことが できたか ら」 が55 .0%で あ っ

た。

イ 器械運動 の授 業に対 して,「 意欲的に取 り組めた」が86.0%,「 意欲的 に取 り組め な

か った」が2・5%で あ った。 意欲的に取 り組めた理 由の上 位3項 目は,「 自分 で好 きな種

目を選 べたか ら」 が740%,「 自己に適 した課題 を立 てて,達 成す る ことが で きたか ら」

が65.0%,「 選択 した種 目の グル ープでお互 いに補 助 した り仲間意識が もて たか ら」 が

62,0%で あ った。

ウ 学 習課題につ いて は 「達成 できた」が95.0%で あ り,技 能に関 しては 「上達 した」 が

70.5%で あ った。 これ らの ことから,ほ ほ課題を達成 で きた生徒 が多数い たと考 えられ

る。

工 器械運動 の イ メージと して 「楽 しい」が98 .0%,「 美 しい」が41.0%,「 恐 い」 は

17.0%で あ った。 この ことから,器 械運動の楽 しきを味 わ えた生徒 が多 い と考 えられ る。

オ 運動量 につ いては,「 十分に得 られた」が64.8%,「 いい え」 が4.9%で あ った。

力 学習資料 につ いては,「 役に た った」が54.9%,「 役 にたたなか った」 と否定的に答

えた生徒は4.9%と 極めて少 なか った。 この ことか ら,学 習資料 は,技 の構造 の理解や段

階 的練 習法 の理解 に概 ね有効 で あ った と考 えられ るが,生 徒に積極的 に活用 させ るに は,

一 層の改善 ・工夫 が必要 であ る
。

以上 の ことか ら,生 徒一人一 入が 自己の能 力に あ った適 切な学 習課題を 設定 し,仲 間 と協

力 して堂 習を行 うことに より,楽 し く意 欲的に学 習に取 り組み,技 能を高め成就感を味わ う

ことが で きた と考 える。

また,安 全への十 分 な配慮,学 習の場 の工夫,事 前指導 にお ける器械 運動 の技能構造や段

階的練 習法 の理解が,器 械運動 に対 する 「恐 い」 とい うイメージを取 り除 き,生 徒の積極的

な授 業参加 に有効 であ った と考 える。
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7ま とめ と今 後の課題

(1)ま とめ

ア 生徒 の希望 を生 か した領 域内種 目選択 や,自 己の能力にあ った技 の選択を させ た ことが,

器械運動 の授業を よ り楽 し くさせ,自 主性 を伸 ばす原動 力 とな った。

イ 生徒 に希望 する種 巨を選 ばせ,滴 切な学 習課題や学 習方法を選択 させ,自 主的 にかつ安

全 に学習活動を させ るために は,事 前指導を含め た指導 の工夫が 重要 な役割 を もつ と考え,

器械運 動の特性 の理解や安全 に対 する きめ細か い指導を行 うと同 時に,十 分な時間を配当

し,参 考資料や場を工夫 した ことにより,生 徒の意欲的 な授 業参加が み られた。

ウ 自己診断に より,生 徒の能 力に あ った課題を 設定 し,学 習計 画を立 て,活 動 させ た。 ま

た,そ の反 省,評 価を させ るこ とにより,選 択制授業への認識を深め,意 欲 的に学 習に取

り組 ませ ることが できた。

工 種 目別 グル ープ活動 の中で,互 い に補助やア ドバ イスを行 うことによ って協 力す る態度

を育成 す ることがで きた。

オ 学 習資料等を活用 し,器 械運動の技能 構造を理 解 させ,系 統的 ・段階的 な学 習方法 を身

に付 けさせ ることに より,安 全に学 習を進めて い く能力を育成す る ことが で きた。

力 個に応 じた課 題を設定 し,学 習 に時間をか け,習 熟を配慮 したこ とに より,生 徒一 人一

人の技能 が上達 し,そ の ことが学 習意欲 の高揚につなが った。

キ 毎 時間 の具体 的 な 目標 ・課題 を設定 し,学 習 ノー トを活用す るこ とによ って,絶 えず課

題 を意 識 した学 習活動が で きた。

ク 学 習 ノー トを活用 した り,発 表会を実 施す る ことにより,生 徒が相互評価 を行 い,個 入

として も課題 の達成 を確認 で きた。

これ らの ことか ら,仮 説 「生徒一 人一 人に,自 己の能力に応 じた適切 な学 習課題 を設 定 さ

せs学 習活動 を計画 ・実 践 させ るこ とによ り,学 習意欲を高 め,自 主 的に学 習で きる能 力 と

態度 を培 うことが できる。」ことを検証 で きた。

(21今 後の課題

ア 補助法を含めた学 習資料 の一 層の改善 ・工夫。

イ 安全確保 に対す る0層 の工夫。

ウ 視聴 覚機 器の積極 的 な利用法の検討 と工 夫。

工 生徒の学 習意欲 を育て る評価法 の工夫。
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皿 研 究 の内容

「バ ス ケ ッ トボ ール 」

1.研 究内容

生涯体育 ・スポーツ と体 力の向上 を重視 した 「体育」 の指導 で は,生 徒一人一人が内発的

動機に よ り運動 の特性 をよ り深 く味 わい,自 己教育力を育成 で きるよ うに,一 人一 人を生か

して い くことが重要 である。

個人及 びチ ームの特色 に応 じた学 習課題 を もち,各 チ ームが 自主的 ・計画的に練習 しゲ ー

ムを運営 してい くためには,ゲ ームの楽 しさにふれ させ なが ら,よ り高度 な運動 技能に挑 み

自己の努力 と工 夫で課 題を達成 した喜び などを味わ うよ うに し.同 時 に協力,公 正等の社 会

的 な態 度を 身に付 けさせ る ことを忘れて はな らない。

本年度 は 「学 習意 欲を高め,自 主的 に実践す る能力 と態度を培 う学 習指導の工夫」 を主題

とし,B班 はバ スケ ッ トボールを取 り」=げた。 生徒の 自主的 な学 習活動を促 し,個 人及 びチ

ームの適切 な学習課題を設定 し,学 習活動を計画 ・実践 させ ,生 徒一 人一人の学 習意欲 と能

力を高め るための 「学 習資料の工夫 ・学 習ノー トの工 夫 ・自己評価の活用」 につ いて重点を

置いて研究を進め た。

選択制授業やバ スケ ッ トボールの授業に対す る生徒及び教師 の意 識 ・実態調査 を行 い,問

題点を分析 し,そ の結果を もとに,下 記の仮説を 設定 した。

◎ 仮設

「ゲ ームの楽 しさにふれ させ なが ら,個 人やチ ームの能 力に応 じた学 習課題 を設定させ,

学 習活動を計画 し,実 践 させ ることにより,生 徒一 人一 人の学 習意欲 を高 め,自 主 的に学 習

で きる能 力を培 うことが で きる。」

そこで,上 記の仮説を検証す るために指導計 画を作成 し,実 証授 業を行い,そ の結果を分

析,考 察 した。

2.rバ スケ ッ トボールの特 性 」とね らい

(1)特 性

ア 攻防が入 り交 じる中でボールを運 び,ゴ ールにシュ ー トして得点 す ることを競 い合 うと

ころに楽 しさや喜 びを味 わう ことが で きる。

イ チ ームの 中で,生 徒一 人一人 が個 々の特性 や役割 を 自覚 して,そ の責任 を果 たし,お 互

いに協 力 し合 うことで楽 しむ ことがで きる。
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(21ね らい

ア パ ス,ド リブル,シ ュー トなどのボ ールの扱 い方,フ ッ トワーク,フ ェイン トなどの 身

体 の使い方などの個人的技能 を相手に応 じて活用 できるようにす る。

イ 攻撃 の技能 と しての速攻 やセ ッ トオ フェンス,防 御の技能 として のマンツーマンデ ィフ

ェンスや ゾーンデ イフェンスなどの集団技能を,攻 防におけ る競 い合 いの 中で取 り扱 える

よ う4rす る。

ウ ゲ ームでは,既 習の技能を作戦を立 てて活用で きるよ うにす る とともに,技 能 の向上 の

程度 に応 じてル ールを工 夫 して行 える ようにす る。

3.意 識 ・実態調査 とそ の考察

〔1)調 査対 象

・教師 都立高等学校31校 保健体 育科 教諭93名

・生徒 都立高等学校7校626名

2年 生(男 子)126名2年 生(女 子)82名

3年 生(男 子)216名3在 …生(女 子)202名

(21調 査 内容

〈生徒〉

・バ スケ ッ トボールの楽 しさ

・バ スケ ッ トボール の個人技能

・課題の設定方法

・教師の指導 ・助言

・参考資料の活用

.学 習 ノー トの内容

・評価及び評価 の重点

・男女 共習

(3)調 査時期 平成4年7月

(4)結 果 と考察

〈教 師〉

・指導計画

・男女共習

・バ スケ ッ トボールの具 体的 目標

・学習資料 の活用

・評価方法

・形成的評価

・評価 の重点

・生徒 の実態

ア 年間指導計画の 中で,選 択制授業 を実施 してい る学校 の うちバ スケ ットボールを実 施 し

てい る学校 は52.9%で ある。

イ バ スケ ッ トボ ールの授業で,生 徒が楽 しい と感 じる ときは,「 皆 と協力 して ゲー ムに熱

中できたとき」 「チ ームプ レーが できた とき」を上 げてい る(図1)。 しか し,「 難 しさ」
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を訴 える 生 徒 もい る。 その理 由 と して ス クi)一 ン プ レー,フ ォ ー メ ーシ ョンプ レ ー・ 複 数

に よ る速 攻 が で き な い と答 えて い る。 教 師 の 側 か ら生 徒 を 見て も,同 様 な実 態 把 握 を して

い る(図2)。

以 上 の こ とか ら.ル ー ル や審 判 法 ・フ ォー メー シ ョンプ レ ーにつ いて の 理解 を 深 め,ゲ

_ム や チ ー ム プ レー を多 く取 り入 れ るな どの 指 丞 方 法 の工 夫 ・改 善 に よ り,生 徒 の 学 習意

欲 を高 め る こ とが で きる と考 え る。

図1.バ スケットボールの楽しさ 図2.枝能の難しさ
生徒の回答串 「できない」との回都
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彫]そう思う圓どちらとも言えない 閣そう思わない

ウ 選択制授 業のバ スケ ットボ ール の具体

的 目標 について の問いに対 し,教 師 は,

「技能 の習得」 は もとよ り 「自己や チー

ムにっいての理 解を深め,さ らに発展 し

た段階の学 習を進め る意欲 と態度 の育成」

「仲間 との協力体制 と公正 な態度 の育成」

に,よ り重点を置 いている(図3)。
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この ことか ら,技 能 の習得 とともに.自 己や集団につ いて の理解に基づ き全 員が協 力 し,

公 正 な態度 でゲ ームを楽 しみ,さ らに発展 した段階へ と意欲的 に学 習に取 り組 む態度 を育

て ることが,選 択制 授業のバ スケ ッ トボールの 目標 と して望 ま しい と考 える。

エ 「課 題の設定方法」につ いて生徒 は,

「チ ーム毎に教師の指示を受 け る」 「チ

ーム毎に 自主的に計画 し学習 す る」 こと

を望ん でい る(図4)。

この ことから,課 題 を主体 的に設定 さ

せ るために,チ ーム毎 に教師 が適切 な指

導 や助言を与 えたり,適 切 な学 習資料 を
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提供す る ことに よ り,生 徒の学習意欲や協調性が高 ま り,計 画的に運動 を行 う習慣が培 わ

れ る と考 える。

オ 生徒が求 めてい る 「指導」 や 「助言」 は,技 能に関す る内容が もっ とも多 い。活用 した

い資料 として.「 一 流選手のVTR」 を第一位に あげてい る。 生徒は技 能の向上に も強 い

関心を抱 いてい る。 チームや個人 の能力 に応 じた学 習課題 や学 習方法を選択 し,生 徒が主

体的に計画季立て学 習を進めて い くことに より,生 徒一 人一 人の技能 を向上 させ ると とも

に学習意欲を高め るこ とが で きると考 える。 また,こ の学 習活動 を援 助す るため には,生

徒の実態を よ く把握 し.学 習効果を 高める学 習資料等 の工夫 が必要で ある。

力 学習資料 ・学 習ノー トの活 用につ いて 藍恥.学習鮒.学習ノートの活用
教師の名設問に対サる回答率

ヱ　　
の問 いに対 して教師 は・ 「練 習計画を立 冊

　

て させ るため」 「学 習課題や試 合の戦術 ・働
製 関

を購 させ る燗 「チ ーム としてのri

まとま りや.チ ームへ の帰属意識を高め 謁
四

るため」 と答 えてい る。 しか し,全 体 の 恥
e

活用頻度 を見 る と.あ まり用 いていない 三嫡熈
吻よく用いるNと 盲君き用いる1iあまり用いない

のが実態 であ る(図5)。

学 習資料 やy習 ノー トは生徒 の 自主的な活動 を援助す るために も,実 際に活用 し易 い も

のであ るように,そ の内容及 び活用方法 について よ く吟味 し精選す るこ とが必要 である。

キ 「評価を誰 に行 って もらい たいか」 とい う問いに対 して,生 徒は第一 位に 「自己評価を

重視 して,最 終 的には教師 の評価」 「生徒相互の評価」 をあげてい る(図6)。 しか し,

教師 の側では.「 自己評価」 「相互 評価」 を常時,活 用 してい る とい う答 えは多 くな く,

全 く取 り入れない とい う回答 も同数(2・".)あ る(図7)。

生徒の 「自己評価 」 「相互評価」 を十 分に活用す ることは,生 徒が主体的 な学習 を進 め

たり,自 分の学習活動 を修正 したり,改 善 した りす る上 で大 きな役 割を果 たす と考 える。

図6.評価を誰にしてほしいか 図7.生徒の自己評価・相互評価の取入れ
生徒の回答率(高率順)教 師の回0の割骨
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ク 評価 内容について生徒 は,「 努力や工 夫」 「参加の意欲」

に重点 を置 くことを望んで いる(図8)。

それ に対 して教師の側 も評価の 内容 と して,「 授業態度」

を重視 してい る(図9)。
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カ

ケ 実際 に選 択制 の授業 を受 け るとしたら,バ スケ ットボ ールを選択 す ると答 えた生徒 は,

96.2%で あ った。 しか し,男 女共 習で も選択 する とい う条件が付 くと,そ の値はやや 下

が り36.4%と なる。 特に女子 では,94.4%か ら289%へ と減少 してい る。

この ことから,男 女 共習につ いては,運 動 の領 域.種 目の特性 等に配慮す るとともに,

十 分に理解 を深 めさせ てい く必要が ある。

4.指 導計画

(1)指 導 の方針

ア バ スケ ットボールの特 性 を理 解 させ,ゲ ー ムを通 してバ スケ ッ トボ ールの楽 しさにふれ

られ るように配慮 した。

イ 生徒 自身が適切 な課題 をも ち,学 習資料 ・学 習 ノー トを活用 しなが ら自主的 ・計画的 な

学 習が行 えるように した。

ウ 自他 の健康 ・安 全に留意 して活動 で きるように した。

{21指 導の工夫

ア オ リエンテ ーシ ョンの重視

自ら選哉 自ら学 ぶ とい う選択 制授業のね らいを理解 させ るため に.オ リエンテ ーシ ョ

ンに2時 間 をあてた。,特に2時 間 目は1試 しのゲ ーム及び スキルテ ス トを実施 し,適 切 な

個入及 びチ ームの課題 の発見や,今 後 の学 習計 画の立 て方 ・進め方の参考 とさせ た。

イ チ ームの編成

練 習及び ゲームが円 滑に楽 し く行 えるよ うに,各 チー ムにバ スケ ヅ トボール経 験者を均
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等に配置 し,各 チ ームの総合 力が均一 にな るよ うに教師 の助言 のも と,生 徒 の話 し合いで

決め させ た。

ウ 指導計 画の工 夫

「個 人技能 を中心 に」 「集団技能 を中心に」 「ゲ ームを中心 に」 学習す るね らい と学 習

活動 の流れを示 し,ど の段階 か らで も学 習が可能で あることを理解 させ,個 人 とチ ームの

実態 に応 じて適切 な学 習課題 を設定で きるように した。

エ ゲ ームの重視

2対2か ら5対5ま でのゲ ームをチ ームの実態に応 じたル ールで実 施で きるよう4段 階

のル ールを準備 し,ゲ ームの楽 しさにふれ させ る とともに,個 人及びチ ームの課題 や学習

方法を選択 し,学 習計画を立案 する際に役立 たせ た。

オ 学 習資料の有効 な活用

バ スケ ットボールの技能 を基礎 編 ・応 用編に分け,能 力に応 じて使 いやす いよ うに した。

学習計 画を作成す る際に学 習資料を準備 し,学 習活動を効果的 かつ円 滑に行 うため に十分

活用 させ た。特 に学習資料 は,ゲ ームに おける動 き方の理 解 に重点 を置 いて作成 した。

力 学習 ノー トの充実

生徒の 自己評価及 び相互 評価の能 力を高め させ るため,学 習 ノー トの充実 を図 り,次 の

学 習課題の設定に生 かす ことが で きるように工夫 した。

キ チRッ クシー トの活用

試 しのゲ ーム及び中間 まとめに おいて,チ ェヅクシー トを利用 して 自己の技能や活動状

況 を正確 に把握 させ,学 習 ノー トの 自己評価及 び相互評価 と共 に次 の学習課題の設 定に生

かせ る ように した。

(3)単 元計画

ア 今回は第2学 年女子を対 象に20時 間を配当 した。

イ 単元計画 は,平 成元伍度東京都高等学校 教育 開発委員会 に よる資料を参考 に した。 本研

究 では,オ リエンテ ーシ ョン ・展 開1・ 中間 まとめ ・展 開 皿 ・まとめの指導計画を作成 し

た。
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オリエンテーション・展開1・中間まとめ・展開皿・まとめの指導計画

段 時 ね ら ㌔、
一

生 徒 評 価 教 自市

階 間 学 習 活 動 圭旨 導 内 容 留 意 点一
① 選択制授実の主旨・概略の理解 ・選択制授業の主 ・選択制授業を理解 ・学習のねらいと

1 ② 学習ノー トの活用方法 と評価に 1旨 、概略が理解で させる 進め力を十分理解 1

オ 選択制授業の ついての理解 きたか ・学習の進め方を理 させる

進め方を理解 ③ 学習資料の効果的な活用の仕方 ・学習資料、学習 解きせ、評価の理解 ・チ ー ム編 成 に つ

ワ し、学習計画 の理解 ノー トの活用の仕 を深めさせる い て は 、 各 チー ム

立案のための ④ 学習計画の作成の仕方の理解 方が理解できたか ・学習資料の効果的 の総合力が均等に

工 1 課題のもち力 i⑤ 毎時の授業の進め方の理解 ・学習の進め力が な活用方法を理解さ なるように生徒に

を理解する ⑥ 選択種目希望調査の記入 理解できたか せる 話 し合いで決めさ

ン ⑦ チーム編成 ・適切な選択及び 。学習の進め方を理 せる

⑧ 役割分担 テーム編成が話し 解させる

テ: ⑨ 次時の試 しのゲームの確認
1合
いで行われたか 。適切な選択をさせ

チーム編成、役割を

1 決めさせる

① スキルテス ト ・ス キ ル テ ス ト、 ・ス キ ル テ ス トの ね ・隷題意識をもっ

シ ス キ ル テ ス ト ② 試 しのゲーム 試 しのゲームの結 らいと実施方法を理 て学習を進めるよ

ヨ 試 しのゲーム ③ チェックシー トによる本時の活 果を正しく自己評 解きせる うに指導、助言を

1 の結果かち、 動の反省 ・評価 価できたか ・ス キ ル テ ス ト、 試 1適切に行う

ン 学習計画を立 ④ 学習ノー トの具体的記入の仕方 また、今後の学習 しのゲームの結果を

てる の理解 活動に生かすこと 自己評価 させ、学習

⑤ 学習計画の立築の理解 ができるか 課題と学習方法を見

⑥ 学習計画の作成 いださせる一
① 学習計画に基づく自主的な活動 ・チーム毎に活動

一
・活動中の指導、助 ・チーム毎に活動

1
展 個人及びチー ② チームごとの反省 ・評価 が計画通 りできた 言を適切に行い、計 が円滑に進むよう

ムの課題に基 ③ チームごとのコー トや用具の片 か 画に沿った活動をさ に指導する

ついた効果的 付け1 ・本時の計画が適 せる ・安全面について

開 8 な練習を実践 切であったか、次 ・本時の活動の反省 十分な配慮が行わ

する の課題が見いだせ を積極的1こ行わせ、 れるように指導を

たか 個人及びデームの次 徹底する

1 ・安全に留意した の課題を見いださせ ・チー ム を巡 回 し

活動ができたか る 反省内容等にっい
ρ て助言する

1
一

① スキルテスト及び段階的ルール ・ス キ ル テ ス トや ・ス キ ル テ ス トの結 ・十分に意見を出

中 学習を反省し を用いたゲ0ム チ ェ ック シ ー トの 果 や チ ェ ヅ ク シー ト し合い、学習活動

間 計画の再検討 ② スキルテスト及びゲームの結果 結果を今後の学習 での反省点について の再検討を行わせ

ま i を行う についての反省、評価 :計画に生かしてい 話 し合いの場で得た る

と ③ 今後の学習課題の再検討 るか 意見を参考に学習活

め 1 ④ 新たな課題の設定 動の再検討を行わせ

⑤ 相互評価 る
一 一

① 新たな課題に墓つく自主的学習
,

・各テームが課題
一

・活動中の指導、助 ・安全面について

展 中間 まとめで 活動 解決を図るために 言を適切に行い、新 十分な配慮が行わ

の成果を生か ② チーム毎の反省 ・評価 自発的 ・臼主的に しい課題に挑戦させ れ る よ う]Y指 導 を

し、 よ り高 い ③ チーム毎のコー トや用具の片付 活動できたか たり、活動の仕方を 徹底する

開 8 レベ ルの課題 け ・学習方法 ・学習 工夫させ、個人及び ・チー ム を巡 回 し

を設定 し、効 1計画が適切であっ チームの課題を解決 反省内容等にっい

果的な練習を たか させる て助言する

皿 実践する

一

① スキルテス ト及び段階的ル0ル

一

1。技能が向上した

一
・チ ー ム 毎 に ま とめ ・学 習 ノー トを も

を用いたゲーム か と評価を行う とに十分な話し合

ま 単元の反省を ② 学習 ノー トの整理 ・ゲ ー ム の 楽 し さ いをさせる

する ③ 自己評価 ・相互評価 にふれられたか ・正しく自己評価
1と
1 ④ チーム毎の学習全体の まとめ ・ ・チーム活動が詔 相互評価ができる

3
評価 力 してできたか ようにする

め ⑤ 感想文 ・継続的に運動を

実践する意欲能力
が身に付いたか
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5.指 導事例(実 証授築)

単元名 バ ス ケ ッ ト ボ ー ルi配 当時間:20時 間中1時 間目1学 級:第2学 年7・8組 女子43名

◎1オ リエ ンテ ー シ ョ ン

本時の ・選択制授業の主旨・概略を理解する。

ねらい ・チーム毎に自主的に学習する内容 ・方法を理解する。

・選択希望調査を行い、それi'基 づいてチームを編成し、チーム内の役割分担を決める。

。普通教室

施 設 ・学習資料

用 具 ・学 習 ノー ト

・参考資料(プ リント1枚)

段階時間学 習 内 容 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点
・集合 ・体育の新 しい方向と選択制授業につい ・分か りやす く説明し、十分に理解させる。

導 ・挨擾 て理解する。 ・意欲的●積極的に取り組むことを強調する。

・出欠調査 ・個人やチームで課題を持ち、自発的 ・ ・生徒が自ら選び、自ら学ぶ。それを教師が支援

10 。選択制授業の主旨 自主的に学習を進めて41く 授業の全体像 することを生徒に理解させる。

分 及び概略 を理解する。

入 ・学 習 の流 れ(Plan-Do-See)を 理解 す

る 。

・学習資料、学習 ノ ・学習 ノー トの記入方法を理解 し、個人 ・学習資料 ・学習 ノー トを参照させ る。

一 トの効果的な活用 やテームの課題を見いだすための自己評 ・適切な課題の発見、学習ノー トを利用 した自己

方法と評価 価を理解する。 評価について理解 させる。

8 ・課題解決のために学習資料を積極的に ・評価と評定の違いを理解させる。

、分 活用することを理解する。 ・自分達に適 した練習方法を見いだし、実践する

ことを理解 させる。

。学習計画の作成の ・単元(実 施可能極目)の 目標から個人 ・選択制授業は、個人とチームがそれぞれ課題を

仕方 やチームの課題を決める。 設定し、自発的、自主的にチーム活動を行うこと

・学習課題を解決 し、学習を進めていく が必要であることと、そのために適切な学習計画

展 た め に オ リエ ンテ ー シ ロン等 を除 く16 を立てることが大切であることを理解 させる。

時間の全体計画を立案することを理解す ・見通しのある全体計画、毎時間の計画や次時の

10 る。 計画が整っている時に、学習活動がより意図的、

分 ・全体計画に即して、毎時間ごとの個人 意欲的かつ自主的に行えることを理解 させる。

やチ・一ムの学習計画を立てることを理解 ・今、もっている力でゲームを楽 しみ、学習資料

す る。 から適切な練習方法、ルールやゲームの運営方法

。毎時間、ゲームを行うことを理解する を選び、工夫することの必要性を理解 させ る。

・学習計画を作成す る際、学習資料(チ

一ム毎の学習の方法、実施可能種目の練

習方法、ルールやゲームの運営方法等)

を十分に活用することを理解する。

2 ・授業の進め方 ・グループ毎に集合 し、出欠調査、本時 ・生徒が主体的に取 り組めるように具体的に流れ

分 の活動内容の確認、施設用具の準備、準 の イ メー ジ を も た せ る 。

開 備運動、主運動、整理運動、反省、片付

けという授業の流れを理解する。

15 ・選択種目希望調査 ・実施種目選択肢の中から、各自の興味 ・主体的に慎重に選択するように指導する。

分 能力、関心、適性に応じて種目を選択す ・一人一人こまめに助言するように心掛ける。

る 。

・チーム編成と役割 ・一 チ ー ム5-10人 に な る よ う に、 ま ・各チームに、バスケットボール経験者を均等に

5 分担 た、チームの総合力が均等になるように 分け、チームの総合力が均等になるように指導 し

分 チ ー ム 編 成 す る。 生徒達が話し合いで決めるように配慮する。

。チーム内で班長1名 、副班長1名 、出 ・役割分担も生徒達の話し合いで決めさせる。

欠係1名 を決める。
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単元名

本時の

ねらい

施 設

用 具

導

入

展

開

整

理

間

10

分

35

分

5

分

寸 ス ヶ ッ ト ボ ー ル 配 当時 間20時 間 中2時 間 目 学級:第2学 年7・8組43名

◎ オ リエ ンテー シ ョンII

・学習計 画立 案の ための スキル テ ス ト及 び試 しの ゲー ムを行 う。

・チー ム毎 にチ ェ ックシー トを活 用 して ミー テ ィン グを行 い、個 人及 びチー ムの課 題の見 いだ す。

・安全面 に留 意 し、 チー ム全員 で協 力 して実 施す る態度 を養 う。

・体育館

・学習資 料

・筆 記用 具

■ポール

・学 習 ノー ト 。チ ェ ッ ク シー ト

・ホ イ ッス ル ・ゼ ッケ ン ・ス トッ プ ゥ オ ッチ ・得 点 板

習 内 容
・集 合

・挨拶

・出欠 調査

・選択 極 目の確 認

・本時 の説明

・テー ムで協 力 して

コー トや用具 の準備

・チー ム毎の準 備運

動

・ス キ ル テ ス ト

・試 しのゲー ム

●チ ェ ッ ク シ ー トの

記 入

・チ ー ム毎 の

ミー テ ィ ン グ

・次 時の学 習の進 め

方

・コー トや用 具の片

付 け

・挨拶 、解散

習 活 動
・自己 の選 択 した種 目を確認 す る。

・本 時は スキル テ ス ト及 び試 しのゲー ム

を行 い、 チzッ クシー とで 自己及 びチー

ムのr:a一を見付 け、今 後の学 習計画 に つ

いて話 し合 う。

・試 しの ゲー ムの審判 やゲー ムの運 営の

約 束 ごとを理解 す る。

・安 全に留 意 して活動 す る。

。チー ム毎 に コー トや用 具の 準備 を行 う。

●チー ム毎 に準備 運動 を行 う。

・下図 の様 に①岬⑩ の位 置 よ り順番 に シ

ュー トし、10本 シューFし て何本 入 っ

た か、 確認 す る。

⑤

Q
　
コ

ロ
も

Φ

⑳

τ ⑩

ゆ

⑤

◎

L

=

'
"

④

・チー ム対抗 で試 しのゲ ーム を行 う。

・前後 半、時 間は5分 と し、合 計10分

間行 う。

・5人 以 上 のチー ムは、前 半、 後半 どち

らに出 るか決 めてお く。

・ルー ルはバ イオ レー シ ロンの うち トラ

ベ リング とダブル ドリブル を、パ ー ソナ

ル ファー ルはす べて適 用す る。

・あ らか じめ用 窟 され た チェ ック シー ト

を用 い なが ら行 い評価 す る0

・各 自の技能 水準 を知 る。

・自己及び チー ムの課題 を設定 す る。

。本時 の活動 や ミーテ ィン グの内容 につ

いて指 導、助 言を受 け る。

・学習 ノー トの記入 者 を確認す る。

・次時 か らは、 本時 に学 習 した ことを生

か して適切 な学 習計 画 を立て、 自主的 、

主 体的 に学習 を進め てい くことを理解 す

る。

・チー ム毎 に コー トや用臭 の片付 けを行

う。

旨 導 上 の 留 意 点
・前 時の復 習 を し、選択 制授 業に ついて更 に

理解 を深 め させ る。

・選択 した種 目を再確認 させ る。

・本時 のね らい を十分理 解 させ る0

・ゲーム のルー ルや運営 方法 につ いて理解 さ

せ る。

・協 力 して素 早 く行わせ る。

.用 具 を丁 寧に扱 わせ、 点検 させ る。

・準備 運動 を十分 に行わ せ る。

・ス キル テス トで は以下 の点を注 窟 させ る。

1)シ ュー ト・フ ォー ムは 自由 とす る0

2)シ ュー ト場所 は、 フ リー スロー レー ンよ

り 董m外 側 か ら① 一⑩ の位置 とす る。

3)一一人の生徒 が10本 続 けて移 動 しなが ら

シュー トす る0

4)シ ュー トが入 うた本散 を学習 ノー トに記

入す る。

5)協 力 して行 わせ る。

・チー ムの運営 は全 員に協 力 させ 、円滑 に行

わせ る。

・ゲー ムを通 して、 自己及 びチー ムの課題 を

見付 け るこ とを理解 させ る。

・ルー ルの適用 につ いては徹 底 して理解 させ

るa

・各 自、正 確に チ ェ ックシー トに記入 させ る

・チ ェヅク シー トを活用 させ て、 自己 及び チ

ー ムの 課題 を見 いだ させる。

・ゲー ム中心 に学 習計画 が組立 て られ るよ

に適切 な指導 、助 言をす る。

・チー ムを巡 回 しなが ら、 話 し合 いの 内容を

把 握 し、指導 す る。

・自分達 の能 力に応 じて、 適切 な課題 をも っ

た学 習計 画 の重要 さを再認 識 させ る。

・学 習 ノー トの提出期 限を守 らせ る。

・安 全に 協力 して行わ せ る0
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6,指 導結 果とその考察

仮説を検証 す るため,実 証授業後,授 業皆受 けた生徒を対象 にアンケー ト調査を行 った。

その結果 と考察 を以 下に示 す。

対象 都立 高等学校1校58名(2学 年女子)

ア バ スケ ットボールの授業に対 して 「楽 し く意欲的に取 り組 む ことが できた」 と回答 して

い る生徒は93.1%で,ほ とんど の生徒が今回の授業 でバ スケ ッ トボールが より好 きに な

ったと答 えてい る。

イ チ ーム毎 に設定 した学習課題に ついては 「予定通 り達成 で きた」 とす る生徒 は37.9%

で,「 まあまあで きた 」と回答 した生徒 は60.3%で あ った。

ウ オ リエンテ ーシ ョンの中で 「試 しのゲ ーム」を行 ったが 「自分 の課題発 見」(.,.

「班 の課題 発見」(81.0%)「 学習計 画立案 の参考」(73.7%)に 対 して 有効 であ っ

たと してい る。

エ 学習資料につ いて は 「内容が 自分達 のレベル にあ ってい た」(56.9%)「 大 変参 考 に

なった」(50.0%)「 イ ラス トが多 くイ メー ジしや すか った」(94.8%)と い う意 見

が多 か った。 しか し,「 量が多 す ぎる」(27.6%)と い う意見 もあ った。

オ 学習 ノ～ トにつ いて は 「書 く量が 多 く,面 倒」(31、0%)と い う意見 もあ るが,「 自

己評価が あ って 良い」(91.4%)「 ゲーム記録表 で 自分 の成績 が分か って 良い」

(8.,,.,)「 書 きやす く扱 いやすい」(62.1%)と 概 ね好 評であ った。

力 自己評価,相 互評価 について は 「自分の参 加の様子 が分か って良い」(84.5%)「 仲

間の評価が励 みに なる」(55.2%)と い う意 見が多 く,内 容的に も適切 であ った とい え

る。 また,そ の必要性につ いて も自己評価(80,7%),相 互評価(64.2%)と もに高

い数値を示 している。

キ ゲ ームの運営 について は,「 自分達 だけで審判 等の運 営がで きて良か った」(87.9%)

「役割を一 通 り行 えた」(59、6%)と い う点 に満足 感を得てい る。

ク 「チーム練 習を して からゲ ーム」 とい う授業展開に対 し89.7%の 生徒が適切 かつ必要

であ ると答 えて い る。

以上 の結果,適 切 な 自己及び チ ームの学習課 題を設定 し,そ の課題を解決 させるために,

学 習資料や学 習ノ ー トの内 容を工夫 し効果 的に活用 させ,自 己評価や相互評価 を積極的 に行

わせ たこ とによ り,課 題解決 が できた。 その結果,楽 しく意欲的 に学 習を行 うことが で きた

と考 える。
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7.ま とめ と今後の課題

{1)ま とめ

ア 生徒 の興味 ・関心・能 力,適 性 に応 じて種 目を選択 させ,自 主的 に学習活動す る習慣を

身 に付 けさせ よ うとする選択 制授業 の概要 を事前指導 で十分理解 きせた。 チーム及び 個入

に応 じた学 習計 画を立案,実 践 させ る ことによ り,生 徒の 学習意 欲の向士が みられた。

イ 毎 時間 ゲームを実 施 し,「 チームの課題 にあ った練 習」→ 「ゲ ーム」 とい う授 業展 開は

適切 であり,生 徒は楽 しく意欲的 に参加 する ことが で きた。 また,自 分達 だけで審判等の

役割を分担 し運営 す る ことにより,自 主的 な学 習態度を養 うことに もな った。

ウ 事前指導 の2時 間 目に 「試 しのゲ ーム」 を行 い,そ の反 省,評 価 をすることに よ り,課

題 の設定 とその解決 方法につ いての認識を深め ることがで きた。

エ 学 習資料 を用意 して,生 徒に 自己及 び チー仏 の能力に応 じた練 習方法を工 夫 きせ ,積 極

的に利用させ た。 この ことは 自発的 ・自主的 な学 習を進 め るうえで効果 的であ った。

オ 学 習 ノー トを 「計 画 ・立案」 「ゲ ーム成績 の記録」 「自己評価」 「チームの反 省」 の4

項 目か ら構成 し,こ れ を生徒 に活用させ る ことに より,主 体的学 習の意 識を高め ることが

で きた。 その結果,学 習活動 を再検討 させ る ことに なり,よ り適 切な学 習課題や学 習方法

を設定 させ ることが でき,学 習計 画を遂行 するのに役 立 った。

力 自己評価s相 互評価の積極的活用 は,生 徒が 自己の学 習活動を振 り返 る上 で有効 であ り,

また・仲間か ら評価 され る ことは,自 己の励 みに なり,学 習意欲 の高揚 につ なが った。

これ らの ことか ら,仮 説 を検証す ることが で きた と考 える。

(2)今 後の課題

生徒 は・ 自己及びチ ームの課 題を設定 できたが,授 業全体を通 して の課題解決の見通 しを

もつことや,適 切 な練 習方法を工夫す る こと,ま た途 中で うま く実施 で きなか った時 にど う

対処すべ きか 等の点で困惑す ることが あった。 この ことは,生 徒が選択制授業の経験の浅い

ことや・領 域選択における種 目数に よって,施 設面 で制限 きれ十 分に活動 で きない状況 であ

った こと・ また・一 人の教師 の担 当種 目が多 く,一 つの種 自に対 して十分 に指導 す るζとが

で きなか ったこと等が原因 と考 えられ る。 この ことか ら,今 後の課題 として① 最終学年 まで

見通 す一 貫 した選択制授業の位 置づけ,② 教師の適切 な指導の工夫,③ 施 設や担当教師数に

応 じた種 目の設定・④ 「段階 的ルールの適用」 「学習資料 の活用」 「学 習 ノー トの工夫」 な

どの一 層の改善 ・工夫,⑤ 「評価 評定のあ り方」 の検 討等が必要 である。
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